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　2012 年４月に 53年続いた社団法人中小企業
診断協会東京支部から、現在の一般社団法人東京
都中小企業診断士協会（以下、東京協会）に移行
し、今年の４月で東京協会は法人化 10周年を迎
えました。法人化によりもっとも変わった点は、
東京協会が独自に事業の契約の主体者となること
が可能となったことでした。そしてこの 10年の
間、国や東京都の中小企業支援策が大幅に拡充さ
れたこともあり、結果として中小企業支援に関す
る協会の受託事業の拡大につながりました。行政
や支援機関の皆様のご理解とご協力の賜物と心よ
り感謝申し上げます。

○協会の事業規模は２倍に
　東京協会の事業規模は、法人化前年度（2011
年度）の３億３千万円から 2020 年度時点では
７億１千万円に 116％増加しました。また、会
員数も 4,107 名（2011 年度）から、2022 年
１月現在では 4,690 名に 14％拡大いたしまし
た。（詳細は本誌 P10「東京協会法人化 10周年」
参照）
　今では、行政や支援機関の皆様から、中小企業
診断士そして東京協会の存在なくして中小企業支
援施策を実行できない、とおっしゃっていただけ
るようにまでなりました

○次の 10年に向けて
＊支援要請受託者から主体的支援者へ
　これまでは、東京都をはじめとする行政や支援
機関の皆様からの支援要請にお応えすることで、
中小企業事業者の皆様への支援を実施してまいり
ましたが、それに加えてこれからは、東京協会自
らが直接中小企業事業者の支援を行う事業に注力
していきたいと考えております。（本誌 P2「東京
協会の事業」参照）
＊社会貢献事業の推進
　昨年度より、東京協会として社会貢献事業の推
進を開始しました。これは 2019 年に策定した
協会のビジョンに基づき社会貢献事業推進委員会
を設置して、本部および各支部や認定研究会によ
りテーマを設定して実施を開始したものです。協
会の事業を通じて直接事業者の方と会員診断士が
触れ合う機会を拡大し、少しでも地域社会に貢献
したうえで、事業者の方に中小企業診断士を知っ
ていただきたいと思っております。（本誌 P4「東
京協会が推進する社会貢献事業」参照）
○中小企業事業者の皆様と共に
　次の 10年にむけて、東京協会のビジョンであ
る「中小企業事業者の皆様から信頼され必要とさ
れる経営の支援者を目指して」まいりますので、
皆様方の引き続きのご協力とご支援を何卒よろし
くお願い申し上げます。

会長　松枝　憲司

President Kenji MATSUEDA

一般社団法人　東京都中小企業診断士協会
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　本誌創刊号（2021年４月発行）のインタビュー「東京都中小企業診断士協会が取り組む事業　～過
去から未来へ～」では、「相談事業」と「総合診断事業」の構想を伺った。
　当時構想段階であった「総合診断事業」は実行段階に移り、現在は「BPS 総合診断事業」を正式名称
として取り組みを開始している。今号ではこの「BPS 総合診断事業」の現在そして今後について伺った。

― BPS の意味と事業の内容を教えてください。
　BPS とは、Business Innovation の B、Process Innovation の P、System Innovation の Sから作
成した造語です。
　事業で対象にしている企業は、成長段階から成熟段階にある企業で、ある程度の組織や規模を持って
いる企業を想定しています。なぜこの段階の企業に焦点をあてたのかというと、その段階の企業の多く
はよいところはものすごくよい一方で、悪いところはよくこれで続けられているな、と心もとなく感じ
ることがあります。たとえば、事業承継に絡んでくると事業承継というよりは事業再生ではないかとい
う企業があります。そのような企業を見るたびに「なぜ、こんなに老舗で皆が知っている企業が今まで
何もしてこなかったのか？」と思っていました。
　人間でいえば、症状が出てから初めて病院に来て、「これは手術しないとだめだ」「手術で治ればいい
のだけれど」というような企業をたくさん見てきました。そうなる前にもっと早く気づいて、なんとか
したいと以前から思っていました。ちょっと具合悪いかな、という段階で早めにチェックして、症状が
軽いときに病気が見つかれば、すぐ治療ができる。企業も人間同様に『健康診断』をして、早めに悪い
ところを見つけて、修復していければいいな、と考えていたところから、本事業は生まれてきました。
したがって、本事業は、企業の『健康診断』から入り、経営計画策定、IT 導入、人材育成などへつなげ
る入り口と位置づけています。
　東京協会では、先ほどお話した BPS の３つイノベーションの切り口を考えています。Business 
Innovation は、外から見える表の競争力。商品や製品、サービスの問題や業績に加えて、経営基盤が
盤石かという切り口で見ています。Process Innovation と System Innovation は、おもに裏の競争
力で、企業のなかの機能で外から見てもよく分からない部分。たとえば、システムを入れていますと一
口にいっても、どううまく利用しているか、どう使っているかという情報は外からでは分からない。そ
のほか人材育成なども含まれます。そういった切り口で企業を見ていこう、あるいは見ていけば、企業
もいろいろなところに気づいてもらえるのではないかと思っています。
　BPS 総合診断事業は、全体で２カ月ぐらいかけて実施します。最初に事前説明に伺い、組織図などを
見せていただき、企業の状況を把握します。そのうえでヒアリングを２、３回行いますが、基本的には
すべての部門にヒアリングするようにします。
　ヒアリングをして企業が今どんな状態かを確認したうえで、現場見学をして見たことや従業員の方に

東京協会の事業
― BPS 総合診断事業 ―

専務理事
森川　雅章
Masaaki Morikawa

企業の「健康診断」により、悪いところ
を明らかにして、経営改善に導く
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聞いたことなどを、再度経営者や各部門の責任者に聞きなおしていくという流れで進めていきます。そ
うやって、企業の「今」をよく知るところに焦点を置いています。
　それから、業務プロセスの見える化も行う予定です。企業の方は皆様、感覚として分かっていると思
いがちですが、実際に業務プロセスを絵に描いてみて、議論してみると、気がつかなかったところに問
題点があると分かってきます。ですから、私たちがやらないといけないのは絵に描くこと。これが重要
と感じていて、今後の課題でもあります。

― 業務プロセスの見える化、そして絵を描くこととは具体的にはどういうものを想定していますか。
　業務プロセスの流れを産能大方式（学校法人産業能率大学によって作られたフローチャート。日本で
もっとも歴史があり、2008 年以前は上場申請書類作成に欠かせない作図方式であった。）で描く予定
です（業務フロー図例参照）。絵を描く理由の１つは、例えば IT 化が遅れている企業において、現在の
業務がどう流れているのかを把握し、どこを IT に置き換えることができるのか、ということを企業に
容易に理解してもらうために必要と思っています。それから業務のフローだけではなく、モノと情報が
それぞれどう流れているのか、というものも活用していく予定です。

― 読者の方にメッセージをお願いいたします
　ご存知かもしれませんが、東京商工会議所が 2021 年 12 月 10 日に「中小企業の IT 活用・デジタ
ルシフト推進に関する意見」１を取りまとめました。このなかで既存の業務フローの整理が必要との記
載があり、それを実施する担い手は中小企業診断士とありました。今回、私たちが考えている BPS 総
合診断事業のなかには、業務プロセスについて聞く、フローチャートに書くという部分があって、こ
の課題解決にとても近いものです。ですから、中小企業が IT 活用・デジタルシフトを推進するために、
BPS 総合診断事業の１つの手段になると考えています。
　BPS 総合診断事業のもっとも大事なことは、「今」を明らかにするということだと思っています。経
営者の皆さんは、先のことばかりを気にされる傾向があります。今があって、そのうえで将来こうした
いというものがあるからこそ、改善ができ、経営計画さらには事業計画ができる。そういう方向に導い
ていけるようになるとよいと考えています。「今」を明らかにすることに注力することが、この BPS 総
合診断事業の肝であると考えています。 （聞き手　島津浩平）

　1　https://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=1028598
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　中小企業診断士が取り組む社会貢献活動は、以前から東京協会各支部が無償で実施してきた窓口相談
や地域支援の活動、あるいは企業内診断士が参加する職域でのプロボノ活動などの形で、診断士のスキ
ルを活かした取組みがなされてきました。このような活動はあまり目立つことはありませんが、地域の
活性化や企業の発展を支える力として、中小企業診断士への期待を高める要因の一つとなってきたこと
は間違いありません。
　そのような背景をふまえ、会員診断士がより積極的に地域社会に貢献していくことを目指して、東京
協会のビジョンに社会貢献事業の推進を掲げ、それを実行するために社会貢献事業推進委員会が設けら
れました。
　委員会発足２年目となる今年度は、東京協会認定の各研究会が取り組む活動と、各支部が推進する事
業を対象に案件を募集し、その活動費の一部を東京協会が補助する形で社会貢献事業の積極的な推進を
図りました。
　その結果、今年度、年度末までに一定の成果が得られた案件として 17件の取組み事例が報告されま
した。（右表を参照）
　実質的な活動の初年度となった今年度の成果を振り返り、報告された 17件の取組み内容を類型化し
てみると以下の三つに分類することができました。

　1. 中小企業診断士の強みである、ビジネス活動の支援に焦点を当てた活動

　2. そのビジネスを支える人に焦点を当てた活動

　3. 社会貢献事業の取組みの元となる社会課題の発掘をテーマにした活動

　さらに、その中身を細かく見てみると、現在、社会が目指す活動目標として認識が高まっている
SDGs の 17の目標のうち、社会圏、経済圏の目標の達成を支援する取組みに多くの活動が当てはまる
ものでした。これらは最初から SDGs を意識して活動し
たものばかりではありませんが、中小企業診断士の活動そ
のものが、単に社会貢献というだけに留まらず、持続可能
な企業活動を支える重要な存在になっていることに気づか
されました。
　具体例をいくつか示すと、地域の活性化とビジネス活動
支援の両面を持つ、商店街の支援事例、NPO法人への無
料経営診断、事業承継を行った若手経営者への継続的な支
援を行っている事例、食品ロス削減の啓蒙や地域の魅力発

東京協会が推進する
社会貢献事業

社会貢献事業推進委員会
委員長
田中　敏夫
Toshio Tanaka

会員診断士がより積極的に地域社会
に貢献できる機会の拡大を目指して
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見など活動テーマは多岐にわたります。人に焦点を当てた活動では、大学生を対象とした創業支援や、
国際人材の育成支援、社会のマイノリティへの支援などもあります。個々の内容については別途発刊し
た「令和３年度社会貢献事業事例集」（写真）をご参照ください。
　また、社会貢献事業の性質上、継続的な活動が意味を持つ取り組みもありますので、本年度について
は長期の視点に立って進めている事業の、途中段階での成果というものも含まれています。
　今回、ご紹介した被災地オンライン視察の事例に関しても、テーマとしては被災地の現在の状況を伝
える事業ですが、その内容は被災直後から 10年間にわたり現地で地道に支援活動を続けることで築い
てきた信頼関係のうえに成り立つ被災地復興支援事業であり、今日までの継続的な取り組みの集大成と
もいえるものです。
　社会貢献事業への支援はまだ緒に就いたばかりですが、東京協会のビジョンの一つである社会貢献事
業を充実させることで、会員各位が地域社会に必要とされる中小企業診断士として、その存在価値が高
まることを期待しています。
　なお、本事例集の内容については、事例集に掲載できなかった事例も含めて、東京協会のHPにも掲
載する予定ですので、ぜひそちらもご覧いただきたくお願いいたします。

令和 3年度　社会貢献事業取組み事例
案件名 支部名／研究会名

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
／
改
善
支
援
事
業

令和型　城北支部商店街支援事業の実施について 城北支部

西荻東銀座会デジタル商店街構築支援 情報管理研究会

特定非営利活動法人に対する中小企業診断士による無料助言診断の実施 ソーシャルビジネス研究会

東京商工会議所中央支部青年部会員向けセミナーの実施 中央支部

食品ロスを減らそう！ 食品業界研究会

住民参加の「強み」発見ワークショップの実践 知的資産経営研究会

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
支
援
事
業

大学生のための創業支援プロジェクト 三多摩支部

外国人経営者を対象にした無料経営相談事業 企業金融研究会

「身近な国際化への対応」 ワールドビジネス研究会

ダイバーシティ・カフェでファンをつくろう！ ダイバーシティ研究会

中小企業のための「ハラスメント予防・対策マニュアル」の作成 Ami の会

社
会
課
題
の
発
掘
／
事
例
調
査・発
信
事
業

社会課題の調査プロジェクト 城東支部

SDGs 視点での社会課題実態調査と発信 経営理論実践研究会

被災地オンライン視察 城南支部

優良中小企業経営事例のWeb発信 城西支部

老舗から学ぶ社会貢献事業の取り組み 老舗研究会

アフターコロナのまちづくり －中心市街地活性化 2.0 － まちづくり研究会
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　東京都中小企業診断士協会（以下、東京協会）では、会員各位がおのおのの知見を活かして、さまざ
まな場所で多様な社会貢献活動をおこなっている。
　そこで、これらの活動をとりまとめ、会員相互のノウハウの共有を図るとともに、広く東京協会外部
の皆さまに活動を知っていただくツールとして、2022年春に活動事例集を発行した。
　今回は、その事例集のなかから東日本大震災で被災した宮城県気仙沼市において、10年間にわたっ
て継続して支援に携わってきた川居宗則会員に「気仙沼バル」について伺った。
　なお、川居会員は、商店街活性化イベント「気仙沼バル」の開催支援に加え、2021 年度は 10年の
節目にあたって広くその活動を知ってもらおうとオンライン視察を開催しており、前出の活動事例集で
は、オンライン視察の開催を取り上げている。

― 支援活動を始めたきっかけは、何だったのでしょうか。
　もともと金融機関に勤めていたのですが、阪神淡路大震災の直後に、神戸に転勤になったのがきっか
けだと思っています。ダメージを受けた街を、地域のみんなが少しずつ復興していく。そんな光景が頭
の片隅に残っていたのだと思います。
　東日本大震災のあと、気仙沼出身の大学の同級生が、地元で被災地の見学ツアーを企画しているのを
知りまして、そのツアーに申し込んだのが直接のきっかけです。そのときは 30名ほどの仲間と一緒に
現地に入りました。
― 被災地に入ったときの最初の感想はどうでしたか。
　まったく何にもなくなってしまった、という感想です。阪神淡路大震災のときは、そこかしこに倒壊
した建物のがれきの山がありました。東日本大震災は、そのときとは違って、何もなかった。津波の恐
ろしさを体感しました。
― 具体的に、どのようなことを支援されたのでしょうか。
　中小企業診断士として、何かお手伝いできることはないかと考え、ツアーを通じて知り合った観光協
会や商店街の方々に、いくつかアイデアを提案しました。その中で一番反応がよかったのが「街バル」だっ
たのです。
　私自身、東京協会の商店街研究会に所属していて、都内の商店街の活性化などを実務として手伝って
きたという経験が役に立ちました。
　新型コロナ前は、毎年一回はイベントを開いていました。準備にだいたい半年ぐらいかかるので、数
か月に一回は直接お伺いして準備を進める感じです。街バルの開催期間には、各店に１人の中小企業診

社会貢献事業
東北支援

東京協会城南支部会員
川居　宗則
Munenori Kawai

将来を見据えて、復興後をイメージ
しながら支援に取り組む

Tokyo COMPASS特 

集
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断士がサポートに入るので、総勢 50名の大所帯で押しかけていました。

― 支援を続けるうえで、苦労したことは何ですか。
　一つ目は、３つある商店会の意見を取りまとめることでした。商店会同士には、とくに連携しようと
いう動きはありませんでしたが、被災地見学ツアーの主催者だけは、3つの商店会をめぐる活動をされ
ていました。それぞれがお互いをライバル視していて、話がなかなかまとまりませんでした。
　二つ目は、企画から実行まで全工程を支援したことです。街バルの企画を進めるとき、最初はどこか
のイベント会社に委託しようと考えていたのですが、気仙沼の方たちから特定の民間企業へ頼るのは避
けたいとの意見が出まして。だったら自分たちが実行部隊としてすべて手伝ってしまおうと。思い返す
と、それがうまくいった秘訣だったのかも知れません。
― 気仙沼バルが続いている秘訣は何でしょうか。
　商店街活性化の取り組みとして街バルを取り入れたところは少な
くないのですが、だいたい２～３年経つと止めてしまいます。
　気仙沼では、とくにルールを決めていません。できるところから
はじめましょうと、伝えています。お店もお客さんも、お互いに楽
しんでやっています。
― 支援のなかで変わってきたと感じることはありますか。
　気仙沼の人たちは、ひたすら前向きですね。「後ろを向いても何もない。何かやらなきゃ」という思
いが強くて、いつもエネルギーをもらっています。
　支援内容も変わってきました。以前は街バルの準備が中心だったのですが、財務についてレクチャー
してほしいとか、補助金の申請を手伝ってほしいとか、経営に関することにテーマが移ってきました。
アンケート調査、店舗診断、経営診断などのニーズもあります。
― 復興支援に中小企業診断士がかかわる意義について、どのようにお考えですか。
　イベント企画などソフト面で支援できるのが大きいと考えています。資金注入すれば、インフラなど
ハード面は建て直せますが、中身については簡単にはいきません。
　また、将来を見据えて、復興後をイメージしながら支援できるのも強みでしょうか。
― 最後に、今後の支援について、お考えをお聞かせください。
　まずは、アフターコロナに気仙沼バルを復活させることですね。気仙沼の方たちも、絶対に再開させ
たいと意気込んでいます。
　つぎに、これまでも心掛けていたことなのですが、現地の人ができることは、現地の人に任せたいと
考えています。現地の人が主体となって、中小企業診断士がサポートする形の支援を続けていきたいで
すね。 （聞き手　中畑慎博）

バル開催中の賑わう店内

気仙沼バルのロゴと開会式
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知的資産経営で土台を作り、IoT/ITで継続的に改善をする経営革新手法の開発と実践

東京都中小企業診断士協会の事業紹介

1  令和3年度地域支援ノウハウ集からの事例紹介
１. 地域支援のノウハウの概要
　企業の強みを可視化し、方向性を明確にする土台を作った
うえで、IoT/IT を活用して経営革新を進める経営手法を開発
し実践しました。
　この手法は、企業の真の差別化要素である知的資産を見え
る化し方向性を定める第一段階にあたる土台作りと、第二段
階にあたる IoT/IT で現場の状況を見える化し改革をくりかえ
す、経営改善の２段階からなります。
　第一段階の土台作りでは、経営の外観を把握する「初期診断」
と、さらにそれを深く落とし込む「現場の実態把握」で構成し、
より改革の方向性を具体的に炙り出すようにしています。
　第二段階では、IoT の情報を元にガントチャート分析、データ分析、個別原価分析、ボトルネック分
析などを実施します。分析結果を元に継続的な改善を行うやり方を提示しています。

２. 支援事例
　本論文には、江東区の製本業での経営革新支援事例やプラスチック卸売業のリサイクル事業立ち上げ
支援事例を掲載しました。どのように土台作りを行い、IoT を活用した経営改善支援を実施するか、具
体的に説明しています。

３. ノウハウ活用方法の普及
　本ノウハウについては中小企業経営シンポジウムで発表を行い、中小企業診断士向けや事業者向けセ
ミナーなどを行っています。今後、さらに実践を重ね、支援事例を発信していきます。

図表 2　第一段階：土台作りの流れ

図表 1　経営革新手法の全体図
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中小企業診断士による検証と提言2  令和3年度中小企業施策活用事例集からの事例紹介
　東京都中小企業診断士協会地域連携支援部では「中小企業施策活用事例集」を継続的に刊行しており、
前身である「地域施策提言集」を含めますと、10年以上の歴史があります。
　中小企業施策活用事例集は、行政・支援機関・金融機関に対して施策の有効性や効果をお伝えするこ
と、および、申請時の複雑な手続きなどを指摘した改善提案を行うことを目的としています。
　行政・支援機関・金融機関において、自らが実施している施策が果たして中小企業にとって有用なの
かどうか、どのような施策・制度を立案したらよいのかなど逡巡されている例もあり、他の地区での施
策活用事例・提言が網羅的に掲載されている本事例集は、これらの関係機関から好評を得ています。
　2021 年度の中小企業施策活用事例集（2022 年２月末発行）では、全国で活用可能な「事業再構築
補助金」や、各地方公共団体独自の施策など、11事例が掲載されています。今回は掲載された事例から、
DXの一環でもあるキャッシュレス化を推進する地域事業として、東京都北区の施策「北区キャッシュ
レス決済端末等導入支援事業」について、概要を説明いたします。

【北区キャッシュレス決済端末等導入支援事業補助金】
　ウィズコロナ社会による新しい生活様式を踏まえた感染症の予防や消費者の利便性の向上・事業者の
売上拡大機会の増加により、地域産業の活性化に資することを目的とし、北区内の事業者に対して、令
和３年７月１日から令和４年３月 15日までの期間で、キャッシュレス決済導入に要する端末本体機器・
付属機器の購入・設置費用について、北区から補助が出る。
■施策の特徴
　コロナ禍において対人接触時間の減少の観点から、キャッシュレスによる素早い決済を望む消費者が
増えており、本補助事業は北区内のキャッシュレス決済導入を躊躇していた事業者にとって、非常に使
い勝手のよいものである。さらに、キャッシュレス（デジタル）決済を導入することはDXの範疇であ
り、本施策は北区内の中小企業のDX推進に役立っている。
■事例
【事業者名】玉川食品株式会社（江戸玉川屋）【所在地】東京都北区豊島
【業種】麺類製造・販売　【従業員数】17名
　クラウド型の POSレジシステム「Air レジ」、およびクレジットカード決済・スマホ決済（PayPay）・
交通系 IC（Suica）決済を導入し、本施策を活用して、Air レジ操作用・QRコード読み取り用の iPad、
レシートと領収書発行用のプリンターが付いたキャッシュドロアと、バーコードリーダーを購入した。
　キャッシュレス決済機器の選定や、商品登録方法、キャッシュレス会計時の操作方法などを、中小企
業診断士が直接指導することによって、スムーズに運用を開始することができ、レジ会計業務の効率化
と売上増加を図ることができた。
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Tokyo COMPASS
東京協会法人化 10 周年CLOSECLOSE--UPUP

東京協会法人化 10年の変遷
　巻頭の会長挨拶にあるように、今年の４月で東京協会は、法人化 10周年を迎えました。法人化後の
東京協会の主な変遷について、振り返ります。

2012年 ４月： 社団法人中小企業診断協会東京支部から現在の一般社団法人東京都中小企業診断士協
会（以下、東京協会）に移行

2013年 ６月： 経済産業省の経営革新等支援機関として登録認定
2014年 ４月： 協会内に認定支援機関委員会を設置。日本政策金融公庫、東京信用保証協会及び信用

金庫、信用組合を中心に都内の 12の金融機関と順次「中小企業支援業務の包括的連
携に関する協定書」を締結し、中小企業支援のために会員診断士の派遣などを実施。
その後、日本弁理士会、（公財）東京都不動産鑑定士協会、東京税理士会などとの業
務協定書を締結

2016年 11 月： 次年度の東京都における中小企業支援事業予算に関する要望書を直接知事に手交する
「東京都予算に対する各種団体ヒアリング」に参加（以降継続）

2018年 ６月： 東京協会の総会の懇親会に小池百合子東京都知事が来賓としてご出席
2019年 ４月： コンプライアンス室を設置し、会員のコンプライアンス研修を開始
2019年 ６月： 東京協会創立 60周年記念式典を帝国ホテルで開催
2020年 ３月： 中小企業会館４階に東京協会事業事務局を開設し、受託事業を本格的に開始
2020年 ４月： コロナ禍に伴う中小企業事業者などの状況を踏まえて「東京都知事に対する現状報告

と緊急対策に対する提言」を提出
・ 「東京都感染拡大防止協力金」について申請書の事前チェックのため会員診断士を紹
介する臨時窓口を協会内に設置して事業者の事前確認作業を実施（４月 - ６月）

・ 東京都を始めとした各区市町村の相談窓口に400名を超える会員診断士を追加で派遣
2021年 ４月： 社会貢献事業推進委員会による東京協会としての社会貢献事業を開始ほか

事業規模と会員数の推移
　会員数は2019年度以降大幅な増加
傾向にある。とくに2020年度からは
コロナ対応により研修やイベントがリ
モートとなり会員の参加のしやすさが
会員数の拡大に繋がった一因と推定で
きる。東京協会の収入源には、会費と
連合会（中小企業診断協会）事業（試
験・実務補習・理論更新研修など）と
その他の事業（会員診断士の派遣や事
業の受託など）がある。その他の事業
が増加傾向にある要因は、2018 年度
の拡大方針により、行政や支援機関からの支援要請に積極的に応えてきた結果である。とくに 2020年
度のコロナ禍への対応は、東京協会本部だけでなく、支部もその受託事業の規模を倍増させた。
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東京都中小企業診断士協会
中小企業診断士川柳の部屋中小企業診断士川柳の部屋

　東京協会の「中小企業診断士川柳」は、川柳の世界に独自のジャンルを開拓して昨年６年目を迎
えました。
　昨年度のお題は「チャレンジ」。チャレンジする中小企業を温かく応援する視点で、中小企業の経
営や支援に関わる人々の喜怒哀楽を、斬新な発想で詠んだ作品がたくさん寄せられました。本号では、
昨年の優秀作品をご紹介します。
　７年目となる本年も秋口から川柳を募集します。ぜひ皆さまからのユーモアあふれる一句をお待
ちしております。
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シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～
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。
も
う
脱
ぎ
た
い
」

「
そ
う
で
す
か
」

「
な
ん
で
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
が
ガ
ッ
カ
リ
す
る
ん
で
す
か
」

　

針
宮
さ
ん
の
着
物
姿
を
ず
っ
と
愛
で
て
い
た
い
の
だ
け
れ

ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
セ
ク
ハ
ラ
案
件
だ
。

　

ふ
ぅ
と
針
宮
さ
ん
の
た
め
息
ひ
と
つ
。

「
仕
方
な
い
で
す
ね
、
書
く
も
の
あ
り
ま
す
？
」

　

僕
は
す
ぐ
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
マ
ジ
ッ
ク
を
カ
ウ
ン

タ
ー
の
奥
か
ら
取
り
出
し
た
。

「
用
意
が
い
い
で
す
ね
」

「
便
利
そ
う
だ
と
思
っ
て
買
っ
て
お
き
ま
し
た
っ
」

　

テ
ー
ブ
ル
席
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
広
げ
て
、準
備
完
了
。

「
ま
ず
は
お
客
さ
ん
で
す
。
ど
ん
な
お
客
さ
ん
が
多
い
で
す

か
。
な
に
を
求
め
て
い
ま
す
か
。
さ
ら
に
ど
ん
な
お
客
さ
ん

に
き
て
ほ
し
い
っ
て
思
い
ま
す
か
」

「
常
連
の
琴
田
さ
ん
み
た
い
な
人
だ
か
ら
。
働
く
女
性
で
、

出
勤
の
と
き
に
朝
食
代
わ
り
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
学
校
帰
り
の
生
徒
さ
ん
と
か
ど
う
で
す
か
ね
」

「
い
い
で
し
ょ
う
。
つ
ぎ
は
競
合
」

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
で
す
ね
」

　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
さ
さ
っ
と
書
く
。

「
ほ
か
に
は
？　

働
く
お
姉
さ
ん
が
朝
食
に
す
る
も
の
と
い

う
と
？
」

「
コ
ン
ビ
ニ
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
か
お
に
ぎ
り
で
す
か
」

「
あ
と
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
朝
メ
ニ
ュ
ー
と
か
」

「
あ
り
ま
す
ね
。
学
校
帰
り
の
生
徒
も
同
じ
か
な
」

　

競
合
っ
て
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の
か
、気
づ
か
な
い
も
の
だ
。

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
と
い
う
商
品
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し

く
考
え
ま
し
ょ
う
か
。
特
徴
は
？
」

「
バ
ナ
ナ
だ
か
ら
健
康
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
な
。
砂
糖
を

い
れ
な
い
っ
て
言
う
し
。
牛
乳
も
は
い
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム

た
っ
ぷ
り
。歩
き
な
が
ら
で
も
飲
め
る
手
軽
さ
も
あ
り
ま
す
」

「
よ
く
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
」

「
よ
く
な
い
と
こ
ろ
は
、
バ
ナ
ナ
一
択
な
と
こ
ろ
か
な
」

「
そ
う
で
す
ね
、
素
材
の
よ
さ
が
重
要
そ
う
。
値
段
は
？
」

「
い
い
バ
ナ
ナ
を
使
っ
て
い
た
り
し
て
、
タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ

ン
ク
と
同
じ
く
ら
い
し
ま
す
よ
ね
」

「
そ
う
で
す
ね
。バ
ナ
ナ
を
切
ら
せ
な
い
し
、熟
成
さ
せ
る
し
、

在
庫
費
は
か
な
り
大
き
そ
う
」

　

針
宮
さ
ん
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
顔
を
あ
げ
た
。

「
最
後
の
Ｃ
、
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
に
つ
い
て
」

「
い
い
と
こ
ろ
か
ら
で
す
ね
。
な
ん
だ
ろ
」

「
競
合
と
比
べ
る
と
考
え
や
す
い
ん
で
す
よ
」

「
そ
う
か
。
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
ほ
か
に
抹
茶
と
か
、
季
節
限

定
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
っ
た
り
し
て
飽
き
ま
せ
ん
。
牛
乳
が
は
い

る
と
こ
ろ
と
歩
き
な
が
ら
飲
め
る
の
は
同
じ
。
素
材
は
よ
い

も
の
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い

か
な
」

「
シ
ン
プ
ル
な
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
に
比
べ
て
素
材
の
よ
さ
は

伝
わ
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

「
自
社
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
」

「
で
は
、
今
後
の
方
針
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
基
本
的
に
は
競

争
し
な
い
、
差
別
化
と
い
っ
て
違
い
を
強
め
ま
す
」

「
む
づ
か
し
い
。
な
ん
に
も
思
い
つ
き
ま
せ
ん
」

「
諦
め
る
の
早
す
ぎ
で
す
。
さ
っ
き
言
っ
て
い
た
こ
と
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
素
材
が
よ
い
の
に
お
客
さ
ん
に
感
じ

て
も
ら
え
て
い
な
い
っ
て
い
う
」

「
い
い
ま
し
た
ね
」

　

素
材
は
い
つ
だ
っ
て
よ
い
も
の
を
探
し
て
い
る
。

「
だ
っ
た
ら
、
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
ら
よ
さ

そ
う
で
し
ょ
？
」

「
ど
う
や
っ
て
で
す
か
」

「
自
分
で
考
え
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
、
は
じ
め
て

だ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
で
す
よ
？　

八
百
屋
の
中
に
は
生
産
者
の

写
真
や
思
い
を
ポ
ッ
プ
に
し
て
い
る
お
店
も
あ
り
ま
す
」

「
真
似
を
し
て
、
素
材
の
写
真
と
か
説
明
と
か
を
入
れ
た
商

品
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
の
は
ど
う
で
す
か
」

「
い
い
で
す
ね
」

　

針
宮
さ
ん
は
や
さ
し
い
。

　

針
宮
さ
ん
は
見
慣
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
き
た
。

「
今
日
は
試
飲
お
願
い
し
ま
す
」

「
競
合
の
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
へ
の
対
抗
策
で
す
ね
。
ど
ん
な

新
作
か
楽
し
み
で
す
」

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
新
作
タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン
ク
を
置
い
た
。

試
験
を
受
け
る
生
徒
の
気
分
。

　

針
宮
さ
ん
は
カ
ッ
プ
を
取
り
上
げ
て
目
の
前
に
も
っ
て
い

く
。
表
情
が
曇
っ
た
気
が
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
を
吸
っ
て
、
も

ぐ
も
ぐ
し
た
あ
と
、
感
想
は
す
ぐ
に
出
て
こ
な
い
。

「
こ
れ
は
？
」

「
完
熟
バ
ナ
ナ
・
タ
ピ
オ
カ
で
す
」

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
と
競
争
し
な
い
、
違
い
を
出
す
っ
て
、

言
い
ま
し
た
よ
ね
」

「
あ
れ
？
」

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
作
っ
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

「
あ
わ
わ
そ
う
で
し
た
。
新
作
の
素
材
を
見
に
行
っ
た
ら
針

宮
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
、
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
に
負
け
ち
ゃ
ダ

メ
よ
っ
て
、
バ
ナ
ナ
を
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
つ
い
」

　

針
宮
さ
ん
の
う
ち
は
八
百
屋
さ
ん
で
、
お
母
さ
ん
は
僕
の

こ
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

「
お
母
さ
ん
の
仕
業
か
」

　

手
を
お
で
こ
に
当
て
て
、
針
宮
さ
ん
は
苦
悩
し
て
い
る
み

た
い
だ
。 

仲
野　

祐
樹

　
（
小
説
を
書
く
中
小
企
業
診
断
士
）

東京都中小企業診断士協会ホームページにて小説「シンダンシ！」を連載しています。

本誌にて掲載しているスピンオフの原作となります。ぜひご覧ください。

URL  https://t-smeca.com/novel/
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シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～

　

ラ
イ
バ
ル
と
３
Ｃ
分
析

　

ド
ア
の
鈴
が
鳴
っ
て
、
来
客
を
知
ら
せ
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
」

　

春
の
風
が
舞
い
込
ん
だ
。
温
か
な
空
気
と
、
甘
い
よ
う
な

よ
い
香
り
が
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
や
っ
て
き
た
。

　

顔
を
あ
げ
た
僕
の
目
に
映
っ
た
の
は
、
着
物
姿
の
女
性
。

外
の
陽
光
の
中
に
浮
き
上
が
る
よ
う
に
見
え
た
。

「
い
ま
せ
？
」

「
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
、
ど
う
で
す
？　

か
わ
い
い
で
し
ょ
」

　

店
に
は
い
っ
て
き
た
の
は
針
宮
さ
ん
だ
っ
た
。
肘
を
曲
げ

て
手
を
肩
の
高
さ
に
し
て
く
る
り
。
袴
に
ブ
ー
ツ
、
身
の
こ

な
し
は
滑
ら
か
だ
。
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
く
る
。

「
あ
、
あ
の
、
き
れ
い
で
す
」

　

着
物
だ
し
髪
型
は
ア
ッ
プ
だ
し
化
粧
も
ば
っ
ち
り
だ
し
、

な
ん
と
い
う
か
、
飾
り
物
み
た
い
だ
。

「
着
物
じ
ゃ
な
く
て
、
全
体
を
見
て
く
だ
さ
い
よ
。
も
う
」

　

気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
み
た
い
だ
け
れ
ど
、
そ
の
方

が
都
合
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
な
ん
だ
か
、
い
い
匂
い
が
し
ま
す
」

「
こ
れ
で
す
ね
」

　

胸
の
下
で
袴
を
留
め
て
い
る
帯
に
さ
が
っ
て
い
た
の
を
、

紐
の
根
元
を
つ
ま
ん
で
振
っ
て
い
る
。
匂
い
袋
だ
。
カ
ウ
ン

タ
ー
越
し
に
鼻
を
寄
せ
る
。

「
は
い
、
こ
れ
で
し
た
。
針
宮
さ
ん
を
思
わ
せ
る
よ
い
匂
い

で
す
ね
」

「
私
を
思
わ
せ
る
匂
い
っ
て
な
ん
で
す
か
、
ヘ
ン
タ
イ
」

　

僕
は
姿
勢
を
正
し
た
。

「
大
学
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

変
態
と
な
じ
ら
れ
た
あ
と
に
言
う
こ
と
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
春
ら
し
く
も
お
め
で

た
い
タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン
ク
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
？
」

　

お
嬢
さ
ま
が
、
バ
ー
テ
ン
に
カ
ク
テ
ル
の
注
文
を
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

「
お
客
様
、
春
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」

　

針
宮
さ
ん
の
髪
に
桜
の
花
び
ら
が
載
っ
て
い
た
。
つ
ま
ん

で
目
の
前
に
も
っ
て
ゆ
く
。

「
や
だ
、
ず
っ
と
花
び
ら
つ
け
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

　

ぷ
る
ぷ
る
と
頭
を
振
る
。

「
も
う
つ
い
て
い
ま
せ
ん
よ
」

　

新
作
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
針
宮
さ
ん
に
渡
す
。

「
お
お
、
ピ
ン
ク
で
春
っ
ぽ
い
」

「
卒
業
お
め
で
と
う
、
針
宮
さ
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
す
」

「
ひ
ど
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
で
す
ね
」

　

目
の
高
さ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ッ
プ
を
掲
げ
て
か
ら
ス
ト

ロ
ー
を
吸
い
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。

「
い
ち
ご
の
オ
レ
で
す
ね
。
そ
れ
に
ピ
ン
ク
の
濃
い
ソ
ー
ス

が
マ
ー
ブ
ル
状
に
混
ざ
っ
て
る
。
桜
の
味
と
塩
気
が
少
し
。

全
体
の
味
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
」

「
素
晴
ら
し
い
食
レ
ポ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
世
界
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
春
に
出
す
フ
ラ
ペ

チ
ー
ノ
み
た
い
で
す
ね
」

　

桜
と
い
ち
ご
で
モ
ロ
に
か
ぶ
っ
て
い
た
。
が
っ
か
り
。

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
の
時
代
が
き
て
、
タ
ピ
オ
カ
の
時
代
は

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
」

　

先
週
、
と
な
り
の
商
店
街
に
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
の
お
店
が

で
き
て
、
好
調
ら
し
い
。
ラ
イ
バ
ル
出
現
か
も
し
れ
な
い
。

中
小
企
業
診
断
士
の
針
宮
さ
ん
に
考
え
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
。

「
さ
あ
。
あ
ま
り
実
感
は
な
い
け
れ
ど
」

　

針
宮
さ
ん
は
首
を
か
し
げ
て
い
る
。
タ
ピ
オ
カ
を
贔
屓
に

し
て
い
る
か
ら
、
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
が
大
し
た
こ
と
な
い
と

い
う
印
象
な
の
か
も
。

「
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
は
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
に
と
っ
て
競
合
で

す
。
３
Ｃ
分
析
を
し
て
み
ま
す
か
」

「
出
ま
し
た
ね
、
謎
ワ
ー
ド
」

「
３
Ｃ
と
い
う
の
は
、
お
客
さ
ん
（C

ustom
er

）、
競
合

（C
om
petitor

）、
自
社
（C

om
pany

）
の
３
個
の
Ｃ
の

こ
と
で
す
。
お
客
さ
ん
を
中
心
に
、
競
合
に
目
配
せ
し
な
が

ら
自
社
の
立
ち
位
置
を
考
え
よ
う
っ
て
い
う
手
法
で
す
」

「
前
の
や
つ
と
な
に
か
違
う
ん
で
す
か
」

「
前
の
や
つ
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
す
ね
。
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
で
い
う

と
、
お
客
さ
ん
と
競
合
は
機
会
の
Ｏ
と
脅
威
の
Ｔ
に
当
た
り

ま
す
。
３
Ｃ
は
競
合
と
の
比
較
で
自
社
の
こ
と
を
考
え
る
た

め
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

針
宮
さ
ん
は
く
る
り
と
回
っ
て
背
を
向
け
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
ど
こ
行
く
ん
で
す
か
」

「
着
替
え
て
、
荷
物
と
っ
て
き
ま
す
」

「
も
う
着
替
え
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
く
あ
り
ま
せ
ん

か
。
着
物
、
お
高
い
ん
で
す
よ
ね
」

タピオカ屋
多比岡経隆（つねたか）。高級日本料
理屋の後継者。日中タピオカ屋を営み、
夜は親の店を手伝う。

針宮　沙羅
大学四年生の中小企業診断士。タピオ
カ屋とは創業支援して以来の付き合い。

登  場  人  物
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特 集  ― Tokyo COMPASS ―

～東京協会の事業～
　　 ― BPS総合診断事業 ―

～ 東京協会が推進する社会貢献事業 ～ 

～ 社会貢献事業東北支援 ～

― CLOSE-UP ―
　　東京協会法人化��周年

〈所 在 地〉
〒 104‒0061

東京都中央区銀座２丁目 10番 18号  東京都中小企業会館７階

〈最寄駅からのアクセス〉
東京メトロ有楽町線 銀座一丁目駅 11 番出口　徒歩１分

東京メトロ銀座線 銀座駅 A13番出口　徒歩５分
東京メトロ都営地下鉄線 東銀座駅 A8番出口　徒歩５分

JR有楽町駅 京橋口　徒歩 10分

外
堀
通
り

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅

中
央
通
り

銀
座
線

昭
和
通
り

晴海通り 日比谷線

銀座柳通り 有楽町線

マロニエ通り

松屋通り

銀座駅

銀座一丁目駅

東銀座駅

京橋口
11番出口

Ａ8出口Ａ１３出口

ルイ・ヴィトン

Apple

ユニクロ

松屋

三越
和光

メルキュールホテル ホテルモントレ

ファミリーマート

黒川鞄


